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充実の２学期が終わります。９月１日から７７日間の登校日数でした。 
２学期を振り返ってみると、始まりは、各教室でリモートによる始業式でした。それで

もその後の体育祭、椎木祭、合唱コンクール、芸術鑑賞会など昨年は実施できなかった行
事も含め、様々な行事を実施し、保護者の皆様にも参観していただくことができました。
また、２年生では、職場体験学習など地域の協力を得ながら以前のような形で実施するこ
ともできました。生徒たちにとって貴重な経験や体験学習ができたことは率直によかった
と感じます。それでも今年の行事や学習には「３年ぶりの～」という言葉がつくことが多
かったという印象があります。生徒はもちろんのこと、先生方も経験がない内容もあり、
１つ１つ大変な思いをしながらも生徒と先生方が様々なことを話し合い、今年の形を見事
に創りあげてくれたと思っています。特に全校の行事では３年生がリーダーシップを発揮
し、全校を牽引していました。一例を挙げれば体育祭ということになります。実際、３年
生に話を聞くと、体育祭の取り組みは苦労が多かったけれど、その分、とても充実した行
事になった。３年間の中での一番の思い出と話す生徒が数多くいました。１つの行事（物
事）について、実際に話し合い、汗を流し、仲間と協力して創りあげていく喜び、充実感
というものを経験したのだろうと考えています。 
７７日間経って、２学期終業式は、またリモートによる集会となりました。状況を考え

るとなかなか全校を１カ所に集めることができませんでした。まだまだコロナウイルス感
染症との戦いは続くと思いますが、みんなが意識して生活していきたいものです。 

 
３学期が始まると、登校日数は、３年生が４３日間、１・２年生は５２日間となると思

います。あっという間の３学期です。その間、受験・卒業があったり、進級への様々な準
備があると思います。生徒たちには、３学期も充実した学校生活を送ってほしいと心から
願っています。 

 
保護者の皆様、地域の皆様には、２学期もたくさんお世話になりました。ありがとうご

ざいました。どうぞ、よいお年をお迎えください。 
 
 

【２学期を振り返って】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

椎 の 木 

２学期を終えて 

＜生徒会長 梶 煌人 君＞ 
 
 ２学期は、努力で溢れていました。体育祭や椎木祭では東部中生一人一人の努力が輝
いていて全員が大きく成長できたと思います。また、生徒会本部では、生徒会目標の一
環として挨拶に力を入れてきました。皆さんの挨拶すごいです。相手の気持ちをさらに
明るくしてくれる元気な挨拶、これを全員ができていることに驚きました。そんな素敵
な挨拶も「しいのき」を意識することで、さらに進化できます。全員で「しいのき」を
意識して、東部中をもっと盛り上げましょう。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 日頃より保護者の皆様、地域の皆様には、生徒たちの 
登下校の様子を観ていただいており、感謝しております。 
生徒たちには、日頃から登下校の安全や自転車の安全に 
ついて指導しているところですが、それでもなお安全面 
に注意を払わなければならない場所が、学区内にいくつ 
もある状況です。特に、登校時間は全校生徒が短い時間 
帯で登校してくるため、より一層の注意が必要な状況で 
す。保護者の皆様、地域の皆様にはボランティアになり 
ますが、右図の場所について見守りをお願いしたいと思 
います。どうぞよろしくお願いします。 
 状況は、朝の交通量が多いうえに、見通しが悪い状況が見られます。詳細につきまして
は、学校までお問い合わせください。 

＜１年生 廣瀬ありさ さん＞ 
 
 ２学期は、体育祭や椎木祭など、行事が多く学年や学級、シスター内での団結が高ま
り、とても充実した学期になりました。中学校生活初めての体育祭、企画から実行まで
「初めて」のことが多く、とても大変でした。ですが、班長や応援団を中心に協力して
１つの行事を創りあげることができました。椎木祭では、各クラス全力で練習し、悔い
のない合唱をすることができました。あと３ヶ月で私たちは２年生になります。自分た
ちで考え、自分たちで行動する「自治活動」をメインに、残り少ない３学期も頑張りた
いと思っています。 

＜２年生 堀 十真 君＞ 
 
 私が思う２学年が２学期に頑張ったことは、２つあります。１つめはプロジェクトに
取り組む姿勢です。後期より全校委員会の中心が２年生に入れ替わったことで、学年全
体、学校全体で行うプロジェクトに対して、各クラスの委員長が積極的に頑張ってくれ
たからだと思います。２つめは、清掃の取り組み方です。２学年で行う清掃は毎日一人
一人が無言で行い、一生懸命取り組むことができるのは、とてもすごいと思いますし、
僕の自慢でもあります。３学期では、３年生になるための準備期間として、「二着一
学」や無言移動などの基本を完璧にしていきたいと思います。 

＜３年生 大久保海葵 さん＞ 
 
 私たち３年生にとって、中学校生活最後の行事や部活動が詰まった学期でした。昨年
度までは、活動への制限が強化されていたため、東部中の伝統がどういうものなのか、
あまり知らない中での行事づくりでした。新しい伝統を築いていくため、わからないな
りにも協力し、お互いを認め合い、尊重しあうそんな姿が東部中の良さだと感じまし
た。１つ１つの活動に込める思いも強く、クラスを越え学年やシスターといった多くの
人と関わりを持つことができ、つながりを持つことの大切さや仲間の存在の大きさを改
めて感じることができました。 

登下校の見守りのお願い 


